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「
長
浜
大
改
革
」の
実
現

ま
ず
取
り
組
む
べ
き
こ
と

　
長
浜
大
改
革
に
お
い
て
、早
急
に
取
り
組
む

べ
き
３
点
に
つ
い
て
速
や
か
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
ず
第
１
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
医
療

改
革
で
す
。
特
に
病
院
の
再
編
は
、市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
喫
緊
の
課

題
で
す
。
診
療
科
目
と
医
師
を
確
保
す
る
た

め
に
、各
病
院
の
役
割
分
担
と
協
力
・
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

第
２
に
高
等
専
門
学
校
の
誘
致
で
す
。
県

に
お
い
て
今
年
の
夏
に
も
開
校
場
所
を
決
定

さ
れ
ま
す
が
、
誘
致
が
実
現
す
れ
ば
、
今
後
求

め
ら
れ
る
市
内
各
産
業
の
技
術
者
を
養
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、多
大
な
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
実
現
の
た
め
、地
域
の
産
業
界
や

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

　
そ
し
て
第
３
に
「
稼
ぐ
観
光
」「
滞
在
型
観

光
」で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
市
内
の
観

光
関
連
産
業
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
従

来
か
ら
進
め
る
歴
史
観
光
資
源
や
自
然
を
生

か
し
た
観
光
、
そ
し
て「
長
浜
一
万
人
シ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
」な
ど
新
し
い
仕
掛
け
に
も
取
り
組

み
、ど
こ
よ
り
も
早
い
観
光
業
の
業
績
回
復
を

め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、私
自
ら
が「
観
光
大
使
」

と
な
っ
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

長
浜
大
改
革
へ
の
体
制
づ
く
り

　

長
浜
大
改
革
は
非
常
に
多
分
野
に
及
び
ま

す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
の
が

体
制
づ
く
り
で
す
。
包
括
的
子
育
て
政
策
を

進
め
る
た
め
の「
未
来
子
ど
も
局
」や
、学
力
向

上
の
た
め
の「
学
力
向
上
専
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
の
設
置
に
向
け
た
協
議
を
始
め
ま

す
。
ま
た
、人
口
減
少
対
策
や
北
部
振
興
対
策

を
強
化
す
る
た
め
、北
部
振
興
局
の
権
限
強
化

に
つ
い
て
も
検
討
を
開
始
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
か
ら
10
年
間
の
財
政
計
画
で
は
、

１
８
０
億
円
の
累
積
収
支
不
足
が
見
込
ま
れ

る
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、将
来
の
見
通
し

と
と
も
に
今
後
の
税
金
の
使
い
道
を
精
査
し

ま
す
。

「
長
浜
改
革
会
議
」の
設
置

　

長
浜
大
改
革
を
進
め
る
た
め
の
機
関
と
し

て
、「
長
浜
改
革
会
議
」を
設
置
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、三
位
一
体（
市
民
・
職
員
・
議
会
）

と
各
界
の
英
知
を
結
集
し
、長
浜
全
体
の
改
革

を
提
言
で
き
る
機
関
で
、長
浜
大
改
革
の
全
体

を
担
う
も
の
で
す
。

　

め
ざ
す
べ
き
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
十

分
に
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
、そ
の
規
模
や
所

掌
事
務
、人
選
、設
置
時
期
に
つ
い
て
は
、少
し

時
間
を
か
け
丁
寧
に
詰
め
て
い
き
ま
す
。

笑
顔
と
大
発
展
の
長
浜
に

こ
こ
か
ら
、そ
し
て
み
ん
な
で

　
長
浜
大
改
革
の
主
体
は
、や
は
り
市
民
の
皆

さ
ん
で
す
。
市
長
や
市
役
所
だ
け
で
変
え
ら

れ
る
こ
と
は
ご
く
一
部
。
こ
の
長
浜
大
改
革

が
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、企
業
や
各
種
団

体
、地
域
な
ど
に
よ
る
取
組
み
に
波
及
す
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　
私
た
ち
み
ん
な
で
今
年
を「
長
浜
大
改
革
元

年
」と
し
ま
し
ょ
う
。

　
笑
顔
と
大
発
展
の
長
浜
を
作
る
た
め
に
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ここから始まる！みんなで始める！

長浜大改革
３月５日から浅見宣義市長の新市政がスタートしました。
長浜が持つ可能性、そして、長浜が飛躍するカギとはー
浅見市長が描く長浜の未来図について聞きました。

あさみ のぶよし
湖北町山本出身。湖北中、虎姫高校では野
球部主将を務める。東京大学法学部卒。
裁判官に任官し全国10か所の裁判所に勤
務。大分・京都では裁判長、東京・大阪で
は高等裁判所を経験。
九州赴任中は、仕事を持つ妻だけを大阪に
残し、まだ幼かった子ども３人を育てた自称
「元祖イクメンパパ」。
趣味は史跡・古墳巡り。「日本の成り立ちに
思いを巡らせていると、疲れも吹き飛ぶ」。
裁判官の時の座右の銘は、一休宗純の言葉
「気は長く、心は丸く、腹立てず、人は大きく　
己は小さく」。

長
浜
が
秘
め
る
可
能
性

故
郷
長
浜
へ
の
思
い

　

長
浜
は
歴
史
の
薫
り
が
あ
り
、
人
柄
が
穏

や
か
な
落
ち
着
い
た
ま
ち
で
す
が
、
明
治
時

代
に
鉄
道
を
通
し
た
り
、
県
内
初
の
小
学
校

を
作
っ
た
り
と「
進
取
の
気
性
」が
あ
る
土
地

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
故
郷
が
衰
退
し
て

い
く
の
は
と
て
も
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
立

し
発
展
し
て
い
く
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
、
裁
判
官
と
し
て
の
知
識
経
験
を
活
か

し
故
郷
に
貢
献
で
き
な
い
か
と
。
退
職
ま
で

２
年
９
か
月
を
残
し
、
こ
の
ま
ち
の
再
生
に

か
け
て
み
た
い
と
故
郷
長
浜
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。浅

見
市
長
か
ら
見
た
長
浜
の
ま
ち

　

前
職
で
の
転
勤
を
通
じ
て
全
国
の
数
々
の

ま
ち
を
回
っ
て
実
感
し
た
の
は
、
長
浜
に
は

非
常
に
多
く
の
地
域
資
源
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

製
造
業
や
農
業
と
い
っ
た
産
業
の
力
、
歴

史
文
化
が
豊
か
な
観
光
業
の
力
、
そ
し
て
こ

の
規
模
の
自
治
体
で
２
つ
の
大
学
が
あ
っ
て

十
分
な
教
育
の
力
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、京
阪
神
や
中
京
圏
、北
陸
へ
の
結
節

点
で
地
理
的
条
件
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
３

つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、何
と
い
っ
て
も
地
域
力
、住
民
力

で
す
。
湖
北
の
観
音
文
化
や
菅
浦
文
書
、
長

浜
曳
山
祭
な
ど
、
伝
統
を
つ
な
い
で
き
た
住

民
パ
ワ
ー
が
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
き

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
効
果
的
、

有
機
的
に
つ
な
げ
最
大
限
活
か
す
こ
と
。
地

域
の
力
を
大
き
く
し
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
人
も
資
本
も
呼
び
込
め
る
ま
ち
へ
と
進

化
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
、

長
浜
市
が
め
ざ
す
べ
き
笑
顔
と
大
発
展
の

「
県
北
の
都
」で
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
た「
長

浜
大
改
革
」を
強
い
決
意
で
推
し
進
め
ま
す
。 ▲初登庁で歓迎を受ける浅見市長
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令和４年度予算
※ 表示単位未満をそれぞれ四捨五入しているため、合計は総額と

一致しない場合があります。
※ 令和４年度当初予算および令和４年度補正予算(第１号)を合算

し、概要をまとめています。

問 財政課　☎６５－６５０６

一般会計予算額
516億円（前年度比0.4％減）

特別会計予算額
258億4,500万円（前年度比増減なし）

企業会計予算額
283億3,271万円（前年度比2.2％増）

【一般会計】歳入予算 【一般会計】歳出予算

　市税は、新型コロナウイルス感染症の影響が続くものの、回復傾向にある市民税の増収や、環境性能割
の臨時的軽減措置の終了等による軽自動車税の増収見込みから前年度比1.5％増。地方交付税は、地方
財政計画をふまえ6.1％増、国庫支出金は市営住宅の整備等の終了により6.8％減となりました。また、
市債は大型建設事業終了や臨時財政対策債の大幅な減少により61.2％減となりました。

　民生費は、子ども医療費助成制度の拡充や自立支援給付費の伸び等の扶助費が増加したこと等により
1.4％増。総務費は、ふるさと寄附に伴う基金積立金やデジタル化推進基盤である庁舎内ネットワーク
環境の整備に係る経費が増加したことから、12.4％増となりました。
　一方、土木費は市営住宅の整備事業等の終了に伴い12.7%減。教育費は、長浜伊香ツインアリーナの
第２期整備事業費が減少したため3.7％減となりました。

　令和４年度予算では、総合計画第２期基本計画で
進める取組みの総仕上げをしつつ、子ども医療費助
成の拡充等市民ニーズに応じた福祉施策の充実、地
域のインフラ整備を進めるとともに、デジタル化や
民間活力の導入を加速させ、持続可能な行財政の構
築を進めるなど、「住みたい、住み続けたいまち」を
めざす予算を編成しました。
①誰もが安心して暮らせるやさしいまちづくり
　これまで進めてきた小学生給食費無料化・保育料
および副食費の多子世帯負担軽減を堅持しつつ、新
たに子ども医療費助成を中学生まで拡充します。
　高齢者やしょうがい者など、支援が必要な人に対
するきめ細やかな支援制度を充実します。
②魅力と活力にあふれ住みよいまちづくり
　都市機能に必要なインフラ整備を推進するととも
に、既存のインフラ・施設の長寿命化を進めます。
社会経済活動の回復・発展をめざし、新たな成長に
資する産業・交流施策の推進を図ります。

③行財政を健全に保つ持続可能なまちづくり
　行政のデジタル化や民間活力の導入に取り組み、
労働力の絶対量が不足する2040年頃に向け、行政の
仕組みを社会制度の変化やリスクに速やかに対応で
きるよう取組みを加速化します。

◆市債残高は２年連続減少
　平成30年度以降、大型建設事業により増加傾向でし
たが、計画的な繰上償還や借入予定額の減少により27
億円(5.9％ )減。今後も市債残高を抑制しながら、投
資的事業の推進と財政の健全化を両立していきます。

市債(市の借金)の状況(一般会計分)

※H27 ～ R2は決算ベース、R3 ～は予算ベース

一般会計予算のポイント

歳入

市税31.6%
163億2,786万円

地方交付税27.1%
140億円

分担金及び負担金0.5%
2億5,669万円

繰入金7.2%
37億1,461万円

諸収入2.3%
11億7,213万円

地方譲与税等6.8%
35億3,100万円

市債2.7%
13億6,800万円

県支出金7.8%
40億1,373万円

国庫支出金12.3%
63億4,498万円

その他1.7%
8億7,100万円

歳出
民生費39.7%
204億8,842万円

土木費9.5%
49億970万円

教育費
10.4%

53億7,544万円 総務費11.8%
60億8,549万円

衛生費9.4%
48億3,322万円

公債費8.4%
43億1,229万円

議会費0.5%
2億5,521万円

農林水産業費4.7%
24億2,228万円

消防費4.0%
20億7,161万円

商工費1.5%
7億7,405万円

労働費0.0%
2,231万円

予備費0.1%
5,000万円

H27

501

470

450
461

467

450

423
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

（億円）

420

440

460

480

500

454
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令和４年度 主な事業 　令和４年度は『住みたい、住み続けたいまち』をめざし
た予算を編成しました。長浜市総合計画に位置づけられ
た６つの政策テーマごとに主な事業を紹介します。

市民・自治 ～市民とともに創る～

産業・交流 ～まちの魅力が光り活力にあふれる～

環境・都市 ～水と緑に包まれ住まう～

安全・安心 ～不安なく穏やかに暮らす～

教育・文化 ～健やかで豊かな心が育つ～

健康・福祉 ～いきいきと温かく生きる～

◆ヴェローナ市姉妹都市交流30周年記念事業
539 万円

　イタリア・ヴェローナ市との姉妹都市提携30周年を記念して、ヴェロー
ナ市を知る機会、オンラインによる市民交流など、幅広く市民に国際交流機
会を提供し、国際感覚の向上とヴェローナ市との友好関係を深めます。

◆ワークロケーション事業  　　　 660 万円
　地方で働きながら、地域ならではの自然や歴史文化を体験交流
する「ワークロケーション」を推進し、リモートワークする企業やフ
リーランスの受入体制を整備することで、都市部からの人やスキ
ル、ビジネスの流れを生み、持続的な地域の活性化につなげます。

◆デジタル行政の推進 　   2 億 3,119 万円
　デジタル技術を活用して、市民サービスの利便性の向上や市
役所業務の効率化に取り組みます。スポーツ施設等の利用予約
のオンライン化や、スマホへ通
知する機能の付いた番号案内表
示システムの市役所窓口(市民課
等)への整備などを進めます。

◆ (仮称)神田スマートインターチェンジ整備事業
2,900万円

　地域と地域をつなぐ大動脈である高速道路の有効活用を進
め、ヒトとモノの新たな交流と地域活性化を図るため、整備に
向けた調査等を行います。

◆田村駅周辺整備事業
8,919万円

　誰もが利用しやすい安心・
安全で快適な駅前広場やアク
セス道路の整備を行うことに
より、魅力あるまちづくりを進
めます。

◆丹生ダム建設事業の中止に
　伴う地域整備　6,360万円
　丹生ダム建設事業の中止に伴う地
域整備実施計画に基づき、余呉地域に
おける市道の消雪設備の整備や、地域
が主体となって取り組む持続可能な
地域振興事業に対し支援を行います。

◆太陽光発電システム等設置
　促進事業　  　  　2,000万円
　太陽光発電システム、定置式蓄電池シス
テムおよび家庭用エネルギー管理システム
(ＨＥＭＳ)の設置を促進すること
により、地球温暖化防止や再生可
能エネルギーの普及を図ります。

◆企業立地促進事業  　　 　　２億円
　農林水産物の生産・加工・販売等を行う６次産業化施設や製造
業を営む工場等の新増設への支
援を行うことにより、市内への
企業誘致や市内事業者の事業規
模拡大を促し、地域経済の活性
化と雇用の増大を図ります。

◆防災行政無線更新事業      800 万円
　老朽化が進む屋外スピーカーによる防災無線設備(長浜地区、浅井地区、
木之本地区)について、設備の更新と機能強化を行うために、基本設計を実
施します。

◆湖国フィールドミュージアム推進事業
2,329 万円

　長浜城歴史博物館、長浜市曳山博物館、長浜鉄道スクエアを中心
に、文化財を活用した観光を推進し、地域の経済効果を高めるとと
もに、地域の文化財に誇りを持てる取組みを推進します。

◆子ども医療費助成事業  　   　7,052 万円
　子育て世代のさらなる経済的負担の軽減を目的に、10月から小
中学生に対する医療費助成を拡充し、受給券の提示により通院・入
院ともに保険診療時の自己負担がなく受診できるようにします。

◆小児救急医療体制確保支援事業 　 655 万円
　中学生までの通院医療費の無償化に対応し、安心して
受診できる体制を確保するため小児救急医療を担う長
浜赤十字病院へ支援を行います。

◆市民で支える小学校給食費補助　2 億 4,594 万円
　子育て世帯の経済的負担を軽減
し、安心して子育てができる環境の
整備を進めていくため、子どもたち
のすこやかな成長を市民全体で支
える小学校給食費補助事業を継続
します。

◆小・中学校校舎等長寿命化改修事業
１億 3,240 万円

　学校施設を健全な状態で維持し、適切な教
育環境を子どもたちに提供するため、「長浜
市学校施設等長寿命化計画」に基づく施設の
修繕（１校）や長寿命化改修工事の実施設計

（２校）を行います。

◆高齢者地域生活支援事業等
314 万円

　住宅へのエアコン設置助成やスマホ講
座、認知症のある人が事故で損害賠償責任
を負った場合に対応できる市の保険加入な
ど、高齢者が地域で安心して生活ができる
よう支援します。

◆自然と森に親しむ体験交流・保全事業
880 万円

　地域住民との協働で、森林や自然景観等の
保全に取り組むほか、地域資源を活用した体
験交流事業を行い、中山間地域の魅力発信と
地域活性化をめざします。また、体験型の木
育の機会を子どもたちに提供することで、森
林への親しみや地域への愛着を育みます。

◆脱炭素戦略基本構想策定準備事業
100 万円

　脱炭素社会構築に向け、シンポジウム・勉強会、
プロモーションなどを行い、理解促進・普及啓発
を推進していきます。
　地域の脱炭素化を地方創生の起爆剤とすべく、
市民・事業者とともに脱炭素社会構築に向けた
動きを加速させます。

◆北部地域の魅力発信事業　320万円
　奥びわ湖や余呉湖などの美しい自然景観や、歴
史文化・史跡などの資源を活かした魅力発信や
交流人口の拡大をめざす住民主体の取組みを支
援し、継続的な北部地域の活性化を図ります。
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４月１日から市役所の組織が一部変わります
問 人事課 ☎６５－６５０２

　大型事業の本格実施や市政の課題に対応するため、
４月１日から次のように組織を一部変更します。
主な変更点
　　　　�神田ＳＩＣ整備室
　神田スマートインターチェンジ(ＳＩＣ)の整備に向
け、道路河川課内に「神田ＳＩＣ整備室」を設置します。

　　　　�国スポ・障スポ大会推進室
　「第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者ス
ポーツ大会」の開催(令和７年)に向け、スポーツ振興課
内の「国スポ・障スポ大会準備室」を「国スポ・障スポ
大会推進室」に名称変更します。

　　　　�長寿推進課・介護保険課
　いきいきとした長寿社会の実現や、介護保険事業の
運営体制の強化に向け、「高齢福祉介護課」の１課体制
から、「長寿推進課」・「介護保険課」の２課体制に変更
します。

　　　　�特別支援教育推進室
　就学前から義務教育卒業までの切れ目のない特別支
援教育を実施するため、教育指導課内に「特別支援教育
推進室」を設置します。

　　　　�その他組織改編
〇�浅井支所、びわ支所、虎姫支所、湖北支所を市民課内

の配置とし、高月支所、余呉支所、西浅井支所をくら
し窓口課内の配置とします。

〇�「契約検査課」の名称を業務の内容から「契約管理課」
に変更します。

〇�まちづくり推進課の「北部振興係」の名称を「北部政
策係」に変更します。

〇今後の組織再編は順次調整を進めます。

変更１

変更４

変更５

変更２

変更３

これまで ４月から
○神田ＳＩＣ整備室(道路河川課内)【新設】
○�国スポ・障スポ大会推進室(スポーツ振興課内)名称変更
○長寿推進課【新設】
○介護保険課【新設】
○特別支援教育推進室(教育指導課内)【新設】

○国スポ・障スポ大会準備室(スポーツ振興課内)
○高齢福祉介護課

●議会・行政委員会の組織・機関
議会 事務局 ☎６５－６５４７ 総務調査係　議事係

農業委員会 事務局 ☎６５−６５４９ 農地管理調整係

選挙管理委員会 事務局 ☎６５−６５０３

公平委員会 事務所 ☎６５－６５４８

監査委員 事務局 ☎６５－６５４８

固定資産評価審査委員会 事務局 ☎６５－６５０３

教育委員会 教育長

事務局

教育総務課 ☎６５－８６０３ 総務係　施設管理係

教育改革推進室 ☎６５－８６０４ 教育改革推進係
学校ＩＣＴ活用推進係

教育指導課

☎６５－８６０５

学校教育係
子ども・学校支援係

〔教職員人事室〕 教職員人事係

〔特別支援教育推進室〕 特別支援教育推進係

〔木之本教育指導事務所〕 ☎８２－５９０６

すこやか教育推進課 ☎６５－８６０６ 環境整備係　健康教育係　
学校給食係

幼児課 ☎６５－８６０７ 総務係　管理係
保育推進係

●病院事業の組織 ●介護老人保健施設事業の組織
病院事業管理者 市立長浜病院 ☎６８－２３００ 介護老人保健施設長 介護老人保健施設

湖北やすらぎの里 ☎８２－３７２５

長浜市立湖北病院 ☎８２－３３１５

毎月第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。４月９日(土)西友長浜楽市店  24日(日)イオン長浜店10
時～ 11時30分、13時～ 15時30分  詳細は滋賀県赤十字血液センターホームページまで。問健康企画課 ☎６５－７７７９

今月のクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでの第４日曜日のごみ持込み日は
４月24日(日)です。※クリーンプラントは事前予約が必要です。問環境保全課☎６５－６５１３

総
務
部

総務課 ☎65-6503 文書法規係

〔内部統制推進室〕☎65-6565 総務係

政策デザイン課 ☎65-6505 企画経営戦略係

〔広報報道室〕☎65-6504 広報報道係

〔ふるさと移住交流室〕 ☎65-6371 移住交流推進係

人事課 ☎65-6502 人事・給与係　健康・育成係

財政課 ☎65-6506 財政係

　〔財産活用政策室〕☎65-1717 財産活用推進係

契約管理課 ☎65-6507 契約管理係

秘書課 ☎65-6501 秘書係

市
民
協
働
部

市民活躍課
〔市民協働センター〕

☎65-8711
☎65-6525

自治振興係　多文化共生係　
協働推進係

生涯学習文化課 ☎65-6552 生涯学習係　文化芸術係

市立長浜図書館 ☎63-2122 図書館第一係　図書館第二係

文化福祉プラザ室 ☎65-6907 管理・運営係

スポーツ振興課 ☎65-8787 スポーツ振興係

〔国スポ・障スポ大会推進室〕 ☎65-6303 国スポ・障スポ大会推進係

歴史遺産課
☎65-6510 歴史まちづくり係　文化財係

☎63-4611 博物館・資料館係

人権施策推進課 ☎65-6560 人権施策推進係

市
民
生
活
部

環境保全課 ☎65-6513 企画調整係　生活衛生係
維持管理係　湖北野鳥センター係

保険年金課

☎65-6512 国民健康保険係

☎65-6516 年金(後期・年金・福祉医療係)

☎65-6527 後期・福祉医療(後期・年金
福祉医療係)

市民課 ☎65-6511 戸籍係　住基係　総務係

浅井支所 ☎74-3020 支所係

びわ支所 ☎72-3221 支所係

虎姫支所 ☎73-3001 支所係

湖北支所 ☎78-1001 支所係

税務課

☎65-6524 市民税第一係

☎65-6508 市民税第二係

☎65-6523 資産税土地係　資産税家屋係

滞納整理課 ☎65-6517 初動係　整理係　債権管理係

産
業
観
光
部

商工振興課 ☎65-8766 商工労政係
官民連携まちづくり推進係

観光振興課 ☎65-6521 観光企画係　観光振興係

農林政策課
〔６次産業化拠点整備室〕 ☎65-6520 農林政策係

農業振興課 ☎65-6522 水田農業振興係　農水産振興係
鳥獣害対策係

森林田園整備課
☎65-6526 林業振興係　基盤整備係

保全管理係

☎82-5902 北部農林管理調整係
( 北部振興局内 )

会計課 ☎65-6509 会計係

健
康
福
祉
部

社会福祉課
☎65-6536 地域福祉係　総合相談係
☎65-6519 生活福祉第一係　生活福祉第二係

しょうがい福祉課 ☎65-6518 各種申請・手続き
☎65-6372 しょうがい企画係　自立支援係
☎65-8258 相談支援係

〔発達支援室〕☎65-6904 発達支援係
児童発達支援センター ☎65-2525

子育て支援課
☎65-6514

子育て支援係
地域子育て支援センター係

〔放課後児童クラブ運営室〕 放課後児童クラブ運営係
　〔家庭児童相談室〕☎65-6544 家庭児童相談係
健康企画課 ☎65-7779 健康企画係
地域医療課 ☎65-6301 地域医療係

健康推進課 ☎65-7759 成人保健係　健康づくり係　
母子保健係　予防接種・精神保健係

☎65-7751 地区活動係
北部健康推進センター ☎85-6420 北部地区活動係

長寿推進課
☎65-7789 高齢企画係
☎65-7841 地域包括支援係

介護保険課 ☎65-8252 介護保険係　介護認定審査係
新型コロナウイルス
ワクチン接種推進室 ☎65-6379 新型コロナウイルスワクチン

接種推進係

  

都
市
建
設
部

都市計画課

☎65-6541

都市整備係　都市デザイン係
〔交通対策室〕 交通対策係

〔田村駅周辺整備室〕 田村駅周辺整備係
〔開発調整室〕 開発調整係

道路河川課 ☎65-6531 管理調整係
整備維持第一係　整備維持第二係

〔神田ＳＩＣ整備室〕☎65-6532 整備計画第一係　整備計画第二係
神田 SIC 整備係

建設監理課 ☎65-6534
☎65-6568

監理係
地籍係　技術監理係

住宅課 ☎65-6533 住宅管理係　計画・監理係　
住まい政策係

建築課 ☎65-6902 建築係　教育施設係　設備係
〔建築指導室〕☎65-6543 建築指導係

下
水
道
事
業
部

下水道総務課 ☎65-1600 賦課徴収係　収納対策係
総務経営係

下水道施設課 ☎65-1601 整備係　管理係　維持係

防災危機管理局
　〔原子力安全対策室〕 ☎65-6555 地域防災係

デジタル行政推進局 ☎65-6581 DX 推進係　情報管理係

北
部
振
興
局

まちづくり推進課 ☎82-5900 総務管理係　北部政策係
観光まちづくり係

くらし窓口課 ☎82-5901 税・市民係　保険・福祉係
生活環境係

高月支所 ☎85-3111 支所係
余呉支所 ☎86-3221 支所係

西浅井支所 ☎89-1121 支所係
建設課

☎82-5904
管理係　整備係

〔丹生ダム対策室〕 丹生ダム対策係

●市長の事務部局
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公
募
に
参
加
す
る
人
は
、
案
内
書
の
内
容
を
十
分
に

確
認
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
案
内
書
の
配
布
】

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、担
当
課
、北
部
振
興
局
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、各
支

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
み
】

　
申
込
締
切
ま
で
に
申
込
書
を
直
接
担
当
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
保
険
料
率
が
以
下
の
と
お
り
見

直
さ
れ
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
保
険
料
額
は
、
７
月

に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
見
直
し
の
内
容
や
、
保
険
料
の
試

算
な
ど
詳
細
は
、
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

市
民
全
体
で
支
え
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
小
学
校

の
学
校
給
食
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
給
食
費
の
補
助
を
受
け
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
締
切
ま
で
に
申

請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
市
内
在
住
で
、
小
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
の
保
護
者

次
の
場
合
は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

○ 

就
学
援
助
費
・
特
別
支
援
教
育
就
学

奨
励
費
な
ど
を
受
給
し
て
い
る(

た

だ
し
、
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費

を
受
給
し
、
学
校
給
食
費
の
自
己
負

担
分
が
あ
る
場
合
を
除
く)

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

○ 

在
籍
す
る
小
学
校
に
お
い
て
学
校
給

食
の
提
供
を
受
け
て
い
な
い

○
学
校
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
る

【
補
助
金
の
流
れ
】

○
市
立
小
学
校
の
場
合

　
学
校
給
食
費
の
実
費
分
を
市
で
補
助

金
か
ら
代
理
納
付
し
ま
す
の
で
、
市
に

学
校
給
食
費
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

○
市
立
小
学
校
以
外
の
場
合

　
小
学
校
に
支
払
っ
た
学
校
給
食
費
分

を
、
補
助
金
と
し
て
保
護
者
に
交
付
し

ま
す
。
交
付
時
期
は
令
和
５
年
４
月
以

降
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

○
市
立
小
学
校
の
場
合

　
４
月
15
日(

金)

ま
で
に
在
籍
す
る
小

学
校
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
立
小
学
校
以
外
の
場
合

　
学
校
に
年
間
の
給
食
費
を
支
払
っ
た

後
に
、「
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、関
係
書
類

を
添
付
し
、
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

申
請
書
な
ど
の
様
式
は
、
各
小
学
校

で
配
布
す
る
ほ
か
、
担
当
課
に
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
地
を

売
却
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が
見
直
さ
れ
ま
す

問 
財
政
課
財
産
活
用
政
策
室 

☎
65
・
１
７
１
７

問 

保
険
年
金
課 

☎
65
・
６
５
２
７

小
学
校
給
食
費
補
助
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

問 

す
こ
や
か
教
育
推
進
課 

☎
65
・
８
６
０
６

▲
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈見直し後の保険料率〉

※いずれも地目は宅地

現行
(令和２･３年)

見直し後
(令和４･５年)

被保険者
均等割額 45,512 円 46,160 円

所得割率 ８．７０％ ８．７０％
（据置き）

年　間
保険料
上限額

64 万円 66万円

４月６日(水) ～ 15日(金)まで「春の全国交通安全運動」を実施します。ドライバーの皆さんは、子どもや
高齢者を見かけたら、徐行または一時停止するなど、十分気をつけて運転しましょう。

　
商
店
街
地
域
の
町
家
を
中
心
と
し
た
伝
統
的

街
並
み
は
、貴
重
な
財
産
で
す
。

　
こ
の
地
域
資
源
を
未
来
に
引
継
ぎ
、
今
後
も

観
光
客
等
で
賑
わ
う
ま
ち
の
基
盤
整
備
を
図
る

た
め
、
今
年
度
は
町
家
を
店
舗
と
し
て
再
生
活

用
す
る
取
組
み
を
集
中
的
に
支
援
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
地
域
】

　

景
観
形
成
重
点
区
域
等(

長
浜
駅
周
辺
中
心

市
街
地
、北
國
街
道
木
之
本
宿)

【
補
助
対
象
物
件
】

　
昭
和
25
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
軸
組
み

工
法
の
町
家

【
応
募
期
間
】

　
４
月
18
日(

月)

～
５
月
20
日(

金)

※ 

事
業
の
詳
細
、
応
募
や
審
査
方
法
等
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
担
当
課
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

長
浜
城
歴
史
博
物
館
は
、
お
よ
そ
８
か

月
の
耐
震
補
強
等
改
修
工
事
を
終
え
て
、

４
月
１
日(

金)
 

12
時
に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　

今
回
の
改
修
工
事
は
、
地
震
等
に
よ
る

倒
壊
や
崩
壊
の
危
険
性
を
低
く
す
る
た

め
に
、
地
階
研
修
室
等
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
面
を
設
置
し
、
併
せ
て
移
設
が
必
要
と

な
っ
た
展
示
ケ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
工
事
と
１

階
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事
も
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
来
場
者
と
大
切
な
収

蔵
資
料
を
守
り
、
快
適
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
新
し
く
な
っ
た
長
浜
城
歴
史
博
物
館
へ

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆�

再
オ
ー
プ
ン
記
念
展「
秀
吉
と
長
浜
」

　
長
浜
城
歴
史
博
物
館
が
収
蔵
す
る
秀
吉

関
連
資
料
を
一
挙
公
開
し
ま
す
。

◆�「
長
浜
城
再
オ
ー
プ
ン
記
念
チ
ケ
ッ
ト
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

左
記
の
記
念
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
利
用
で
、

２
人
ま
で
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

※
４
月
30
日(

土)

ま
で

【
開
館
時
間
】

　
９
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

※
４
月
１
日(

金)

の
み
12
時
～
17
時

令
和
４
年
度
限
定 

町
家
を
活
用
し
た

店
舗
の
改
修
を
集
中
的
に
支
援
し
ま
す

長
浜
城
歴
史
博
物
館
が
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
６
５
４
５

問 

長
浜
城
歴
史
博
物
館 

☎
63
・
４
６
１
１

補助事業名 補助対象事業 補助対象経費 補助率 補助限度額

Ⓐ商業観光推進
　ファサード整備
　事業

① 店舗外観改修事業
町家店舗の外
装及び内装の
改修に係る経
費

２/ ３以内
※ 外装の改

修は必須

500 万円

② 空き町家活用事業 加算額
300 万円

③ 新規創業事業 加算額
200 万円

④ 町家再生整備事業
町家店舗の構
造躯体の改修
に係る経費

２/ ３以内 1,000 万円

Ⓑ伝統的町家住宅
　ファサード整備事業 住宅外観改修事業

町家住宅の外
装の改修に係
る経費

１/ ２以内 150 万円

※ Ⓐを実施する場合①は必須。②～③を実施する場合は、補助限度額を①に加算。
構造躯体を改修する場合は、①を実施したうえで④が利用できます。

改修後

改修前

○活用例

長浜城再オープン
記念チケット

本券持参で２人まで無料(複写無効)
有効期間：４月１日(金)～30日(土)
※点線で切り取ってお持ちください。

無料入館券

所在地 面積 最低売却価格 申込締切

三ﾂ矢元町字犬
ﾎﾞﾀ1026番10 86.75㎡ 3,410,000円 ４月21日(木)

湖北町速水字
北中瀬2956番 1,523.59㎡ 37,480,000円

(見直し後価格) ５月13日(金)

湖北町速水字
北中瀬2962番 1,196.21㎡ 26,077,000円

(見直し後価格) ５月13日(金)
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

　
疾
病
の
早
期
発
見
お
よ
び
健
康
の
保
持
増

進
の
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
健
康
管
理
に
は
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

【
対
象
と
な
る
人
】

　
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①
長
浜
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

②�

４
月
１
日
現
在
40
歳
以
上
で
、
受
診
日
時

点
で
75
歳
未
満
の
人

③�

世
帯
に
国
民
健
康
保
険
料
、
市
税
等
の
滞

納
が
な
い
人

④�

市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す

る
人

※�

今
年
度
の
０
次
健
診
お
よ
び
特
定
健
診
を

受
診
す
る
人
は
、人
間
ド
ッ
ク
健
診
費
用
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
助
成
内
容
】

〇�

人
間
ド
ッ
ク(

日
帰
り・１
泊・脳
ド
ッ
ク
）、

同
時
に
実
施
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診

〇�

Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク(

レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
健
診
、

メ
ン
ズ
ド
ッ
ク
健
診
、
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク
健

診
）、各
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク
健
診
に
追
加
し
て
実

施
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

【
助
成
額
】

　
受
診
費
用
１
／
２(

１
０
０
円
未
満
切
捨
て)

※�

日
帰
り
は
上
限
２
万
円
、
宿
泊
を
伴
う
場

合
は
上
限
２
万
５
千
円

【
対
象
受
診
機
関
】

〇
人
間
ド
ッ
ク

　
市
立
長
浜
病
院
、長
浜
市
立
湖
北
病
院
、長

浜
赤
十
字
病
院
、彦
根
中
央
病
院
、友
仁
山
崎

病
院
、
Ｋ
Ｋ
Ｃ
ウ
エ
ル
ネ
ス
ひ
こ
ね
健
診
ク

リ
ニ
ッ
ク

〇
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク

　
Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
伊
吹
、Ｊ
Ａ
北
び
わ
こ

【
受
付
期
間
】

　
４
月
１
日(

金)

～
12
月
28
日(

水)

　
た
だ
し
、定
員(

７
５
０
人)
に
達
し
次
第
、

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
国
民
健
康
保
険
証
を
持
っ
て
、
保
険
年
金

課
ま
た
は
、北
部
振
興
局
く
ら
し
窓
口
課
、各

支
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
送
で
も
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
保
険

年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

※�

受
診
後
の
助
成
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人
に
、
バ

ス
普
通
回
数
券
ま
た
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
回
数

乗
車
券(

い
ず
れ
も
４
，
０
０
０
円
分)

を
交

付
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
対
象
者
】

　
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
運
転
免
許
証
を

有
効
期
限
内
に
自
主
返
納
し
た
人

※
支
援
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

【
申
請
期
限
】

　
運
転
免
許
証
返
納
日
か
ら
６
か
月
以
内

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
に
、
警
察
署
等
で
免
許
を
返
納
す

る
際
に
交
付
さ
れ
る
「
申
請
に
よ
る
運
転
免

許
の
取
消
通
知
書
」の
写
し
を
添
え
て
、左
記

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

【
申
請
先
】

　
都
市
計
画
課〈
本
庁
舎
２
階
〉

　
北
部
振
興
局
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
空
き
家
の
改
修
工
事
や
家
財
処
分
に
必
要

な
経
費
に
対
し
て
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

空
き
家
の
所
有
者(

売
買
契
約
締
結
済
の

場
合
は
売
主)

※�

３
親
等
以
内
の
親
族
に
賃
貸(

売
却)

す
る

場
合
、法
人
お
よ
び
不
動
産
業
を
営
む
人
、

市
税
滞
納
者
、暴
力
団
員
は
除
き
ま
す
。

【
対
象
空
き
家
】

　

１
年
以
上
居
住
者
ま
た
は
利
用
者
が
な
い

戸
建
て
住
宅
で
、令
和
４
年
度
中
に
売
買
ま
た

は
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る(

し
た)

空
き
家

【
申
請
方
法
】

　
必
要
書
類
を
添
付
し
、
事
業
着
手
前
に
直

接
担
当
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
事
業
・
補
助
金
額
】

①
空
き
家
改
修
事
業(

１
／
10  

20
万
円)

②�

空
き
家
家
財
処
分
事
業(

１
／
３  

10
万
円)

※（　
）内
は
補
助
率
、補
助
限
度
額

【
要
件
】

○
市
内
業
者
が
請
け
負
う
事
業

○
令
和
５
年
２
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る
事
業

　
高
齢
者
が
寄
り
合
い
、
生
き
が
い
を
高
め

る
活
動
を
行
う
拠
点「
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
」の

運
営
を
支
援
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
市
内
で「
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
」を
運
営
す
る

法
人
ま
た
は
団
体

【
補
助
対
象
事
業
】

　
原
則
と
し
て
１
回
に
つ
き
２
時
間
以
上
で

週
１
回
程
度
か
つ
年
間
40
回
以
上
実
施
す
る

事
業

※�

事
業
開
始
初
年
度
等
は
、
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※�

事
業
は
毎
回
、
高
齢
者
５
人
以
上
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

〈
運
営
費
補
助
〉

【
補
助
対
象
経
費
・
補
助
金
額
】

　
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
の
運
営
に
か
か
る
経
費

(
人
件
費
、
報
償
費
、
光
熱
水
費
、
消
耗
品
費
、

印
刷
製
本
費
、燃
料
費
、通
信
運
搬
費
、保
険

料
、手
数
料
等)

　
補
助
率　
１
／
２

　
補
助
限
度
額　
５
，０
０
０
円
／
回

※�

毎
回
の
参
加
人
数
が
お
よ
そ
20
人
以
上
の

場
合
は
１
回
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
加
算

し
ま
す
。

※�

毎
回
の
事
業
時
間
が
お
よ
そ
４
時
間
以
上

の
場
合
は
１
回
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
加

算
し
ま
す
。

※
週
３
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

〈
整
備
費
補
助
〉

【
補
助
対
象
経
費
・
補
助
金
額
】

　
事
業
の
実
施
に
必
要
な
備
品
等
に
か
か
る

購
入
費
お
よ
び
修
繕
費

　
補
助
率　
１
／
２

　
補
助
限
度
額　
10
万
円

※�

１
事
業
に
つ
き
、
３
会
計
年
度
に
１
回
と

し
ま
す
。

〈
共
通
事
項
〉

　
申
請
書
を
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
募
集
案
内
、
申
請
書
は
担
当
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、空
き
家
や
空
き

家
の
除
却
跡
地
の
活
用
を
行
う
自
治
会
や
市

民
活
動
団
体
に
対
し
て
、空
き
家
の
改
修
や
除

却
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
空
き
家
の
所
在
地
の
自
治
組
織
ま
た
は
市

内
に
活
動
拠
点
を
有
す
る
市
民
活
動
団
体
等

【
対
象
事
業
】

　

空
き
家
を
改
修
ま
た
は
除
却
す
る
工
事

で
、
次
の
用
途
に
10
年
以
上
活
用
す
る
も
の

空
き
家
を
改
修
し
、活
用
す
る
場
合

○
サ
ロ
ン
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
交
流
施
設

○�

子
ど
も
の
居
場
所
や
学
童
保
育
な
ど
を
行

う
子
育
て
支
援
施
設

○�

地
元
食
材
を
活
用
し
た
食
堂
施
設
や
販
売

施
設

○�

防
災
倉
庫
等
地
域
の
安
全
安
心
を
確
保
す

る
た
め
の
施
設

○�

地
域
の
歴
史
や
文
化
等
を
学
び
理
解
を
深

め
る
た
め
の
施
設

○�

そ
の
他
市
長
が
認
め
る
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
施
設

空
き
家
を
除
却
し
、跡
地
を
活
用
す
る
場
合

○
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

○
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
待
合
所

○�

観
光
客
や
来
訪
者
が
利
用
で
き
る
無
料
駐

車
場

〇
防
災
空
地

○�

そ
の
他
市
長
が
認
め
る
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
用
途

【
助
成
額
】

　
対
象
経
費
の
２
／
３（
上
限
１
０
０
万
円
）

【
そ
の
他
要
件
】

○�

申
請
者
、
空
き
家
と
そ
の
敷
地
の
所
有
者

等
が
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

○�

同
一
の
箇
所
に
対
し
、
他
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。

○�

申
請
者
自
ら
行
う
工
事
か
市
内
事
業
所
が

請
け
負
う
工
事
で
あ
る
こ
と
。

○�

助
成
対
象
年
度
の
２
月
末
ま
で
に
工
事
を

完
了
す
る
こ
と
。

【
事
前
登
録
の
受
付
】

　
今
年
度
募
集
が
１
件
の
た
め
、
助
成
希
望

者
を
対
象
に
事
前
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
４
月
１
日(

金)

～
28
日(

木)

に
指
定
の
登

録
シ
ー
ト
を
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
シ
ー
ト
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

登
録
者
が
複
数
の
場
合
は
５
月
９
日(

月)
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時
か
ら
の
抽
選
会
で
申
請
者
を
決
定
し
ま
す
。

※�

期
間
内
に
事
前
登
録
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

随
時
先
着
順
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

国
保
人
間
ド
ッ
ク
助
成
申
請
を
受
付
し
ま
す

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
を
支
援
し
ま
す

空
き
家
の
改
修・家
財
処
分
費
用
を
補
助
し
ま
す

高
齢
者
活
躍
の
拠
点「
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
」を
支
援
し
ま
す

自
治
会
等
が
行
う
空
き
家
の

改
修
工
事・除
却
工
事
に
助
成
し
ま
す

問 
保
険
年
金
課 

☎
65
・
６
５
１
２

　

 
〒
５
２
６・８
５
０
１　
八
幡
東
町
６
３
２

問 

都
市
計
画
課 

☎
65
・
６
５
６
２

問 

住
宅
課 

☎
65
・
６
５
３
３

問 

長
寿
推
進
課 

☎
65
・
７
７
８
９

問 

住
宅
課 

☎
65
・
６
５
３
３
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ニ
ュ
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な
が
は
ま
見
聞
録

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

　
自
ら
住
む
た
め
に
取
得
し
た
戸
建
て
の
中

古
住
宅
ま
た
は
実
家
を
改
修
す
る
場
合
、
改

修
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
、
市
内
の
助

成
対
象
住
宅
に
転
入
・
転
居
し
た(

す
る)

 

45

歳
未
満
の
人

※�

居
住
者
全
員
の
所
得
の
合
計
額
が
１
，

２
０
０
万
円
以
下
で
、
居
住
者
全
員
が
市

税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
が
条
件
で

す
。

【
対
象
住
宅
】

〇�

申
請
者
お
よ
び
配
偶
者
の
３
親
等
以
内
の

親
族
が
所
有
す
る
住
宅

〇�

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
売
買
ま
た
は

賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た
中
古
住
宅

【
対
象
工
事
】

　
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
税
抜

30
万
円
以
上
の
工
事(

市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
事
業
者
等
が
施
行
す
る
未
着
手
の
工

事)

【
助
成
額
】

　
工
事
経
費
の
10
％
相
当
額

　

(

上
限
20
万
円)

※�

満
18
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
同
居
す
る
場

合
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
親
族
が
同
居
す

る
場
合
に
、そ
れ
ぞ
れ
工
事
費
の
3.5
％(

上

限
各
40
万
円)

を
上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま

す
。

【
事
前
登
録
の
受
付
】

　
４
月
１
日(
金)

〜
14
日(

木)

に
指
定
の
登

録
シ
ー
ト
を
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
シ
ー
ト
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

登
録
者
多
数
の
場
合
は
４
月
18
日(
月)
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時
か
ら
の
抽
選
会
で
申
請
者
を
決
定
し
ま

す
。

※�

事
前
登
録
の
助
成
額
が
予
算
額
に
満
た
な

か
っ
た
場
合
、
抽
選
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

予
算
額
に
達
す
る
ま
で
随
時
先
着
順
で
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
額
を
算
出
す
る
も
と
と
な

る
、
令
和
４
年
度
固
定
資
産
評
価
額
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
市
内
す
べ

て
の
固
定
資
産
の
評
価
額
を
記
載
し
た
、

土
地
と
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
を
無
料
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

土
地
の
納
税
者
は
土
地
の
み
、
家
屋
の

納
税
者
は
家
屋
の
み
の
縦
覧
帳
簿
を
閲

覧
で
き
ま
す
。

【
と
き
】

　
４
月
１
日(

金)

～
５
月
31
日(

火)

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
と
こ
ろ
】

　
税
務
課〈
本
庁
舎
１
階
５
番
窓
口
〉

　
北
部
振
興
局
く
ら
し
窓
口
課

【
持
ち
物
】

　
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　

(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
、保
険
証
な
ど)

　
営
農
を
継
続
す
る
た
め
、
農
業
用
機
械

を
導
入
す
る
小
規
模
農
家
に
補
助
を
行
い

ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
４
月
１
日(

金)

～
15
日(

金)

※�

受
付
期
間
中
に
申
請
さ
れ
た
補
助
金
の
交

付
決
定
は
、申
請
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

受
付
期
間
中
に
予
算
額
を
超
過
し
た
場
合

は
、交
付
決
定
額
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
受
付
期
間
中
に
予
算
額
に
達
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
引
き
続
き
申
請
順

で
受
付
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
事
業
・
補
助
金
額
】

　
小
規
模
農
家
営
農
継
続
支
援
事
業

　

(

３
／
10　
30
万
円)

※(　

)

内
は
補
助
率
、補
助
限
度
額

【
対
象
要
件
】

①
水
稲
共
済
加
入
者

②�「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
の
う
ち

麦
・
大
豆
・
そ
ば
の
交
付
金
の
対
象
外
の
人

③�

５
年
以
上
継
続
し
て
営
農
し
、
経
営
面

積
を
現
状
維
持
す
る
見
込
み
が
あ
る
人

【
補
助
対
象
経
費
】

　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、

そ
の
他
水
稲
耕
作
用
の
汎
用
機
械

※
30
万
円
に
満
た
な
い
も
の
は
対
象
外

　

農
用
地
区
域
内
農
地(

青
地)

を
農
用
地
以

外
の
用
途
に
利
用
す
る
場
合
は
、
長
浜
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
中
の
農
用
地
利
用
計

画
の
変
更
に
よ
り
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外(

以
下
、「
農
振
除
外
」)

を
行
っ
た
う
え
で
、

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
農
振
変
更
を
伴
う
土
地
の
利
用
計
画
を
検

討
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
申
出
手
続
き
ま
で

に
事
前
協
議
を
行
っ
た
う
え
で
必
要
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
区
分
】

〇
農
振
除
外
申
出(

青
地
→
白
地)

〇
農
振
編
入
申
出(

白
地
→
青
地)

〇�

軽
微
変
更
申
出(

農
業
用
施
設
を
建
て
る

場
合
な
ど)

【
申
出
書
受
付
期
間
】

　
４
月
１
日(

金)

～
22
日(

金)
　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※�

農
業
用
施
設
用
地
へ
の
用
途
区
分
の
変
更

(

軽
微
変
更)
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

※�

申
出
書
の
様
式
等
は
担
当
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

制
度
の
概
要
や
除
外
要
件
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
そ
の
他
】

〇�

計
画
の
変
更
に
は
県
の
同
意
が
必
要
で
、

受
付
期
間
終
了
か
ら
農
振
除
外
ま
で
概
ね

６
か
月
程
度
か
か
り
ま
す(

内
容
に
よ
っ

て
は
、
そ
れ
以
上
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま

す)

。

〇�

計
画
の
変
更
は
個
人
の
申
出
で
あ
っ
て
も

市
全
体
の
計
画
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
す
べ
て
の
申
出
が
認
め
ら
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の

協
議
の
結
果
、
農
振
除
外
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

定
住
住
宅
の
改
修
に
助
成
し
ま
す

固
定
資
産
評
価
額
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

小
規
模
農
家
の
営
農
継
続
を
支
援
し
ま
す

農
振
除
外
等
の
申
出
手
続
き
を
受
け
付
け
ま
す

問 
住
宅
課 

☎
65
・
６
５
３
３

問 

税
務
課 

☎
65
・
６
５
２
３

問 

農
業
振
興
課 

☎
65
・
６
５
２
２

問 

農
業
振
興
課 

☎
65
・
６
５
２
２会　場 講座名 受講料 講習日 回数

市民交流センター
エクセル初級講座 4,000円 ４月11日 (月 )10時～ ５回
パソコン基本操作 3,000円 ４月11日 (月 )13時 30分～ ３回

湖北まちづくりセンター
パソコン基本操作 3,000円 ４月11日 (月 )10時～ ３回
ワード初級講座 4,000円 ６月13日 (月 )10時～ ５回

六荘まちづくりセンター

パソコン基本操作 3,000円 ４月12日 (火 )10時～ ３回
G
グ ー グ ル

oogle サイト作成 2,000円 ４月13日 (水 )10時～ ２回
パワーポイント活用講座 4,000円 ４月14日 (木 )10時～ ４回
エクセル初級講座 4,000円 ４月14日 (木 )19時～ ５回

山東学びあいステーション
パソコン基本操作 3,000円 ５月10日 (火 )10時～ ３回
ワード初級講座 4,000円 ５月 31日 (火 )10時～ ５回

※申込みはすべて先着順です。開講時間をご確認のうえ、お申し込みください。
※受講には別途テキスト代(回数が５回、４回が1,500円、３回、２回が1,000円)が必要です。
※山東学びあいステーションの講座にもお申し込みいただけます。

　六荘まちづくりセンターでは、パソコン無
料サポートも実施します。
　これらの講座の他にも、別日程で開講して
いる講座があります。詳しくは、お近くのま
ちづくりセンターに設置している「パソコン
講座予定表」をご覧いただくか、各講座会場ま
でお問い合わせください。

【申込み】４月１日(金)から電話で受け付けます。
市民交流センター (地福寺町)		  　☎６５－３３６６
湖北まちづくりセンター (湖北町速水)	 　☎７８－１２８７
六荘まちづくりセンター (勝町)		 　☎６２－０１９８
山東学びあいステーション(米原市長岡)	　☎５５－２５７８
【問合せ】
ＮＰＯ法人ＩＴ育成会 あすな		  　☎６３－８３１９

初心者向けパソコン入門講座のお知らせ
問 生涯学習文化課 ☎６５－６５５２
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

各
種
無
料
相
談

お
元
気
で
す
か

み
ん
な
の
掲
示
板

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
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■マークの意味

　

施
設
や
水
田
を
活
用
し
た
販
売
用
野
菜
・
花

き
の
栽
培
に
よ
り
、生
産
拡
大
を
し
よ
う
と
す
る

農
業
者
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
４
月
１
日(

金)

～
15
日(

金)

※�

受
付
期
間
中
に
申
請
さ
れ
た
交
付
決
定
は
、申

請
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

受
付
期
間
中
に
予
算
額
を
超
過
し
た
場
合
は
、

交
付
決
定
額
の
調
整
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

受
付
期
間
中
に
予
算
額
に
達
し
な
か
っ
た
場
合

は
、引
き
続
き
申
請
順
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
】

①
水
田
野
菜
栽
培
条
件
整
備(

暗あ
ん

渠き
ょ

排
水
施
設)

　

(

１
／
２　
１
０
０
万
円)

②
野
菜
・
花
き
栽
培
用
機
械
購
入
補
助

　

(

１
／
２　
３
０
０
万
円)

③�

園
芸
施
設
用
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
類
設

置
事
業

　

(

１
／
２　
１
５
０
万
円)

④
水
稲
育
苗
用
ハ
ウ
ス
有
効
活
用
事
業

　

(

１
／
２　
30
万
円)

※(　

)

内
は
補
助
率
、補
助
限
度
額

問�
農
業
振
興
課(

☎
65
・
６
５
２
２)

　

市
内
一
級
河
川
の
草
刈
・
清
掃
を
実
施
す
る

自
治
会(

団
体)

に
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。
実

施
予
定
の
自
治
会(

団
体)

は
、担
当
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

締�
４
月
15
日(

金)

問�
道
路
河
川
課(

☎
65
・
６
５
３
１)

　
北
部
振
興
局
建
設
課(

☎
82
・
５
９
０
４)

路
線
バ
ス
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に

　

市
で
は
、
市
内
の
二
次
交
通
を
確
保
す
る
た

め
、12
路
線
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
対
し

て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
と
事
業
者
と
が
連
携
し
、乗
り
降
り
し
や
す

い
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
や
お
得
な
回
数

券
の
発
行
な
ど
、
利
便
性
向
上
と
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、換
気
や
消
毒
、飛
沫
防
止
カ
ー
テ
ン
の

設
置
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
バ
ス
に
乗
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
、
収
支
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
路
線
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、通
勤
通
学
や
日
々
の
生
活
、観
光
等

に
、ぜ
ひ
路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問�
都
市
計
画
課(

☎
65
・
６
５
６
２)

　
４
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
は
、ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

の
出
没
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
エ
サ
を
と
り
に
く
る
林
な

ど
に
は
極
力
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

登
山
や
山
菜
採
り
な
ど
山
に
入
ら
れ
る
時

は
、ラ
ジ
オ
、鈴
、笛
な
ど
で
人
の
接
近
を
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。
木
の
洞
や
山
中
の
小
屋
に
潜
ん

で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
山
に
エ
サ
と
な
る
も
の
が
な
い
場
合
、夜
間
に

人
里
近
く
で
エ
サ
を
求
め
て
行
動
し
ま
す
。
夕

方
か
ら
夜
間
、早
朝
の
不
要
不
急
な
外
出
、単
独

行
動
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に

　
家
庭
ゴ
ミ
を
外
に
置
か
な
い
、ゴ
ミ
出
し
場
所

を
金
属
で
囲
む
、放
棄
果
樹
や
廃
棄
農
産
物
を
適

正
に
処
理
す
る
、収
穫
さ
れ
な
い
果
樹
は
、可
能

な
限
り
伐
倒
し
て
除
去
す
る
、住
宅
や
農
地
周
辺

の
見
通
し
の
悪
い
藪
は
刈
り
払
う
な
ど
、ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
を
人
里
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問�
農
業
振
興
課(

☎
65
・
６
５
２
２)

　
認
知
症
の
あ
る
人
の
介
護
は
、他
の
人
か
ら
見

る
と
介
護
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
時

が
あ
り
、誤
解
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、介
護
中
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
「
介
護
マ
ー
ク
」
を
貸
し
出
し
ま
す
。
高
齢

者
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
を
介
護
し
て
い
る

人
は
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
に
、お
使
い
く
だ
さ
い

○�

介
護
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
き

○
ト
イ
レ
で
付
き
添
う
と
き

○�

男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着
を
購
入
す
る
と

き　
な
ど

対�
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
通
学
し
て
い
て
、

次
に
該
当
す
る
人
を
介
護
し
て
い
る
人

○�

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
人

○�

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
○
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
人

申�
電
話
で
。

※�

介
護
の
必
要
が
な
く
な
る
時
ま
で
貸
し
出
し

で
き
ま
す
。
不
要
に
な
れ
ば
、速
や
か
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

問�
長
寿
推
進
課(

☎
65
・
７
８
４
１)

　
し
ょ
う
が
い
福
祉
課(

☎
65
・
６
５
１
８)

　
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、祝
町
自
治
会
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
を
、鍛
冶
屋
町

自
治
会
が
自
治
会
館
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
は
、(

一
財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
、宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、今
後
、さ

ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問�
市
民
活
躍
課(

☎
65
・
８
７
１
１)

　
避
難
情
報
、気
象
警
報
、地
震
情
報
等
を
メ
ー

ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録
費

は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
登
録
方
法
】

○
メ
ー
ル
：�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は
、t-nagah

　
　
　
　
　

am
a@

sg-p.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
信

○
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
：
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

問�
防
災
危
機
管
理
局(

☎
65
・
６
５
５
５)

　
藤
崎
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、人
気
の
上
方
芸
人
５

組
が
出
演
を
予
定
し
て
い
ま
す(

詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す)

。

　
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日�
６
月
10
日(

金)

　
18
時
30
分
～
開
演(

 

18
時
開
場)

場�
長
浜
市
文
化
芸
術
会
館(

大
島
町)

申�
往
復
は
が
き
に
、次
の
内
容
を
記
入
し
、下
記

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�〈
返
信
用
表
面
〉に
、
応
募
者
の
①
郵
便
番
号
、

②
住
所
、③
氏
名
を
、〈
往
信
用
裏
面
〉に
応
募

者
の
①
住
所
、②
氏
名
、③
電
話
番
号
、④
参
加

希
望
人
数(

２
人
ま
で
可)

を
記
入
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※�

当
選
者
に
は
、６
月
上
旬
に「
入
場
整
理
券
」を

送
付
し
ま
す
。

締�
５
月
27
日(

金)

必
着

問�
長
浜
文
化
芸
術
会
館
「
上
方
演
芸
会
」
係 

〒
５
２
６・０
０
６
６
大
島
町 

37

　(

☎
63
・
７
４
０
０)

　
リ
ウ
マ
チ
の
専
門
医
が
、関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治

療
や
お
薬
の
こ
と
に
つ
い
て
、分
か
り
や
す
く
お

話
し
し
ま
す
。

　

長
浜
市
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
は
ま

～
るtb.

」
で
公
開
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

講�
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
特
任
教
授

　
田た

中な
か 

真ま
さ

生お

　
市
立
長
浜
病
院　
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
長

　
梅う

め

原は
ら 

久ひ
さ

範の
り

問�
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

野
菜
・
花
き
の
生
産
拡
大
を

支
援
し
て
い
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
に
一
役

河
川
愛
護
活
動
に
報
償
金
を

交
付
し
ま
す

介
護
マ
ー
ク
を
貸
し
出
し
ま
す

リ
ウ
マ
チ
市
民
公
開
講
座

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
に

ご
注
意

防
災
情
報
を
メ
ー
ル
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
配
信
し
て
い
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組「
上
方
演
芸
会
」

公
開
収
録
の
観
覧
者
募
集

路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

▲�この介護マークを身につける
ことで、介護中であることを
周囲に知らせます。

▲鍛冶屋町自治会館
　（鍛冶屋町自治会）

▲鳳凰山衣装一式
　（祝町自治会）
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一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

「
市
長
コ
ラ
ム
タ
イ
ト
ル

﹃
一
言
主
﹄の
由
来
」

　
皆
さ
ん
、初
め
ま
し
て
。
私
は
、こ
の
度

長
浜
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
浅
見
宣
義
と

申
し
ま
す
。
私
は
、
元
高
校
球
児
で
す
の

で
、
高
校
野
球
を
観
戦
す
る
の
が
趣
味
の

一
つ
で
す
が
、
も
う
一
つ
の
趣
味
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
史
跡
め
ぐ
り
で
す
。
年
寄

臭
い
趣
味
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
長
浜
市
長
に
な
る
前

に
33
年
６
か
月
の
間
裁
判
官
を
し
て
い
ま

し
た
。
裁
判
官
と
し
て
全
国
を
転
勤
し
ま

し
た
が
、奈
良
に
居
住
し
て
い
る
時
に
、史

跡
と
し
て
訪
れ
た
葛か

つ

城ら
ぎ

一ひ
と

言こ
と

主ぬ
し

神じ
ん

社じ
ゃ

と
い

う
神
社
が
印
象
的
で
し
た
。こ
の
神
社
は
、

古
事
記
の
下
つ
巻
に
登
場
す
る
一
言
主
を

祭
る
神
社
で
す
。
一
言
主
は
、
古
代
日
本

史
で
専
制
君
主
と
さ
れ
る
雄ゆ

う

略り
ゃ
く

天
皇(

 

21

代
天
皇)

に
対
し
、「
吾
は
悪
事
も
一
言
、

善
事
も
一
言
、
言
い
放
つ
神
。
葛
城
の
一

言
主
の
大
神
な
り
。」と
言
っ
て
、
雄
略
天

皇
を
恐
れ
入
ら
せ
た
と
い
う
神
様
で
す
。

一
言
で
専
制
君
主
の
天
皇
を
恐
れ
入
ら
せ

る
と
は
、
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
ね
。
そ
ん

な
こ
と
は
、
私
た
ち
が
ま
ね
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、人
が
話
す
と
き
、何

か
一
言
、
印
象
的
な
言
葉
を
発
す
る
と
自

分
の
記
憶
に
残
る
こ
と
は
、
日
常
よ
く
経

験
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
人
が
長
話

を
す
る
際
に
も
、
そ
の
人
が
何
か
一
つ
の

テ
ー
マ
を
も
っ
て
話
し
て
い
る
と
、
話
の

全
体
を
よ
く
理
解
で
き
自
分
の
記
憶
に
残

る
と
い
う
こ
と
も
よ
く
経
験
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
私
は
、一
言
主
の
逸
話
に
倣
い
、人
に
話

を
す
る
際
に
は
、
一
言
で
印
象
的
な
話
が

で
き
な
い
か
と
密
か
に
心
が
け
て
い
る
の

で
す
が
、な
か
な
か
そ
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
、今
回
、コ
ラ
ム
の
執
筆
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、毎
回
印
象
的
な「
一

言
」ま
た
は
印
象
的
な
一
つ
の
テ
ー
マ
で
、

こ
の
コ
ラ
ム
を
書
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
は「
一
言
主
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
す
る
次
第
で
す
。
ぜ

ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

一
ひ と

言
こ と

主
ぬ し

浅見 宣義

　

日
本
で
初
め
て
反
射
望
遠
鏡
を
作
っ
た

国
友
一
貫
斎
の
生
家
に
残
る
反
射
望
遠
鏡

で
す
。銘
は
刻
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、雲
台・

支
柱
の
つ
く
り
が
彦
根
城
歴
史
博
物
館
所

蔵
の
３
号
機
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、現
代
に

至
る
ま
で
一
貫
斎
家
に
保
存
し
続
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、４
号
機
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、一
貫
斎
が
作
っ
た
望
遠
鏡
は
４
基

確
認
さ
れ
て
お
り
、１
号
機
は
雲
台
が
ボ
ー

ル
ヘ
ッ
ド
型
で
、鏡
筒
部
分
が
上
下
左
右
に

自
由
に
移
動
し
ま
す
。
２
号
機
は
鏡
筒
が

安
定
し
や
す
く
、観
測
し
や
す
い
よ
う
に
改

良
さ
れ
、
さ
ら
に
３・４
号
機
で
は
支
柱
を

２
段
構
造
に
し
て
左
右
の
動
き
が
と
れ
る

よ
う
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
４
号
機
は
、そ
れ
ま
で
の
一
貫
斎
製

作
の
望
遠
鏡
よ
り
も
工
業
製
品
と
し
て
の

進
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
部
品
を
固
定
す
る

た
め
の
ネ
ジ
を
付
け
間
違
え
な
い
よ
う
、ネ

ジ
と
ネ
ジ
穴
周
辺
に
は
同
じ
印
が
刻
ま
れ
、

ま
た
、
接
眼
部
の
各
部
品
は
、
向
き
を
示
す

印
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
印
同
士
が
合
致
す

る
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
と
お
さ
ま
り
が

よ
く
な
る
よ
う
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
印
に
よ
っ
て
、一
貫
斎
は

も
ち
ろ
ん
、望
遠
鏡
の
使
用
者
た
ち
に
と
っ

て
、観
測
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
な
ど
の
操
作

が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
生
産
さ
れ
て
い
る
望
遠
鏡
は
、
製

作
も
品
質
確
認
も
機
械
を
用
い
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
貫
斎
は
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
手
作
業
で
作
り
上
げ
ま
し

た
。
一
貫
斎
の
望
遠
鏡
は
、当
時
の
天
文
学

の
専
門
家
に
絶
賛
さ
れ
る
ほ
ど
の
素
晴
ら

し
い
仕
上
が
り
の
も
の
で
あ
り
、製
作
か
ら

１
８
０
年
以
上
経
つ
現
在
で
も
そ
の
価
値

は
損
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

シリーズ○シリーズ

 市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。
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 問  

長
浜
城
歴
史
博
物
館（
☎
63
・
４
６
１
１
）

長浜市指定文化財
　「国

くに

友
とも

一
いっ

貫
かん

斎
さい

作望遠鏡」附 付属品93点
　　指定日：昭和39年 12月 25日
　　所　在：個人蔵

▲国友一貫斎作望遠鏡

▲初登庁セレモニーにて

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

２月18日(金)
みんなでアイデアを作り上げる拠点がオープン
　えきまちテラス長浜に、地域内外の人が交流し、アイディア
を形にする場所「N

ナ ガ ハ マ

AGAHAMA C
ク リ エ イ シ ョ ン

REATION C
セ ン タ ー

ENTER」が４月
にオープンします。「開港・開考・開光」の意味が込められた
愛称は「長浜カイコ―」。施設内には、個人ブースやオープンス
ペースのほか、会議室や工作台などが設けられています。駅前
の立地を活かして多くの人が集まることで、この場所で多くの
アイディアが生まれることが期待されます。

３月１日(火)
〝長浜〟での暮らしぶりを発信

　長浜へ移住した女性８人がつくる「イカハッチンプロダク
ション」が、雑誌「サバイブユートピア」を創刊しました。これ
は、メンバーそれぞれの好きなことや長浜に対する想いを紹介
することで、読み手が自分らしい生き方を考えるきっかけにな
ればと企画・創刊されたものです。雑誌では、メンバーの日々
の暮らしぶりのほか、移住生活での本音や長浜の魅力を紹介し
ています。

２月23日(水・祝)
ピンクマスクでいじめ・差別ＮＯ！
　いじめや差別をなくしたいと虎姫高校の有志生徒で結成し
たピンクマスクデー実行委員会が、黒壁スクエア一帯でクイズ
ラリーを開催しました。
　参加した人たちはピンクマスクを装着し、クイズを解いた
り、参加者同士で交流を深めたりしていました。実行委員会林

はやし

久
く る み

瑠海さんは「今後もこうした活動を続けていきたい。活動が
いじめや差別を考える機会になれば」と話しました。

３月１日(火)
空き家を活用した地域活性に新たな力
　３月１日から新たに地域で活動する、地域おこし協力隊の委
嘱状交付が市役所で行われました。今回、協力隊として市内に
移住したのは、神奈川県横浜市の堀

ほ っ た

田雅
ま さ し

史さん。「空き家を拠
点とした大学や企業との連携による地域活性化」をテーマに、
３年間活動します。堀田さんは「楽しそうなことをしているな
と思ってもらえるように、いろんな人を巻き込みながらプロ
デュースしていきたい」と意気込みを語りました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
政策デザイン課（☎65－6504）までお
知らせください。

浅見 宣義

市長コラム①
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料金受取人払郵便

長浜局承認

差出有効期間
2022年５月31日
まで

5 2 6 8 7 9 0

切手を貼らずに
お出し下さい。

長
浜
市
八
幡
東
町
６
３
２

長
浜
市
役
所
　
政
策
デ
ザ
イ
ン
課
　
広
報
報
道
室

「
市
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」係
　行

市民の皆さんの声をお聞かせください
「市民からのメッセージ」

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしやす
いまちをつくるため、「市民からのメッセージ」
を募集します。「広報ながはま」や市政に関する
意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さん
と共有するため、今後、市ホームページで掲載す
る場合があります。

①切り取り線（破線）に沿って切り、中央の
　線に沿ってやま折りにします。
②のりしろにのりを付けて、貼り合わせてく
　ださい。
③切手は貼らずに、そのままポストへ投函し
　てください。

＜様式の使い方＞

【問合せ】長浜市役所　政策デザイン課　広報報道室　
（電話６５－６５０４／ FAX６５－４００６）

の
り
し
ろ

のりしろ

のりしろ

や
ま
折
り
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「
新
型
」コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

ニ
ュ
ー
ス
に
な
ら
な
い
日
は
な
く
、

日
本
で
は
年
初
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
猛
威
を
振
る
い
、
第
６
波
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
31
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
私
た
ち
の

生
活
様
式
も
か
な
り
変
わ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
聞
き
慣
れ
な
か
っ
た
言

葉
も
日
常
的
に
使
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
、オ
ミ
ク
ロ
ン
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
エ

ア
ロ
ゾ
ル
、
ブ
ー
ス
タ
ー
な
ど
枚
挙

に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、「
新
型
」が
あ
る
な
ら

ば「
旧
型
」は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群(SARS)

」

の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
「SARS-

CoV

」、「
中
東
呼
吸
器
症
候
群

(M
ERS)

」の
原
因
と
な
る「M

ERS-
CoV

」、
そ
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症(CO

VID
-19

）」
の

原
因
と
な
る「SARS-CoV-2

」。
こ

れ
ら
３
種
類
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

今
世
紀
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た

が
、
従
来
ヒ
ト
に
感
染
す
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
４

種
類
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

ら
４
種
類
が
旧
型
と
も
い
う
べ
き
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
風
邪
の
10
～

15
％
は
そ
れ
ら
が
原
因
と
な
り
繰
り

返
し
感
染
し
ま
す
が
、
軽
い
症
状
し

か
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
、
問
題
に

な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

主
流
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
す
。
こ
れ

は
従
来
の
株
と
比
較
し
て
、
感
染
し

や
す
い
代
わ
り
に
病
原
性
は
低
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ウ
イ
ル
ス

は
他
の
生
物
に
寄
生
し
な
い
と
生
き

て
い
け
ま
せ
ん
。
生
物
が
死
ぬ
と
ウ

イ
ル
ス
も
死
に
ま
す
。
そ
の
た
め
、

感
染
性
と
病
原
性
が
反
比
例
す
る
よ

う
な
変
異
も
道
理
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
近
い
将
来
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
、「
旧
型
」に
分
類
さ
れ
る

日
が
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ま

で
は
、手
洗
い
、マ
ス
ク
、ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
な
ど
で
自
己
防
衛
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

市立病院通信-○-132

 このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “健康豆知識 ”
などを紹介します。

 問  

市
立
長
浜
病
院

　

 

☎
68
・
２
３
０
０(

代
表)

市立長浜病院
感染制御部医師

大
お お

野
の

 暢
の ぶ

宏
ひ ろ

2022

Vol.25 4

【蔵書点検期間中にしていること】
·資料が本棚の正しい場所にあるか確認します。
·利用しやすいように、資料の場所を見直します。
·本棚の後ろなど、普段できない部分の点検·清掃をおこないます。

【お願い】
〇 予約資料の用意に、通常より日数がかかる場合があります。余裕
をもって、お早めのご予約をおすすめします。図書館ホームペー
ジからも予約できます。

〇休館中の返却は、返却ポストをご利用ください。
〇 大型絵本やカウンターへの返却をお願いした資料などは、開館
中の図書館へお持ちください。

昨年の7月にオープンした、食品販売店に勤務
しています。皆さんにお店や商品をもっと知って
いただくために、市内でのマルシェの開催を計画し、以前、さざ
なみタウンの交流広場でマルシェが開催されていたことを思い出
して、申し込みました。　
交流広場は市街地にあるためか、マルシェ当日は幅広い世代

のたくさんのお客様に来ていただくことができました。使用料
も安く、さざなみタウンのスタッフの皆さんも協力的だったの
で、大変助かりました。その後、マルシェのお客様が店にも来
てくださるようになるなど、いろんな人との出会いやつながり
ができました。これからも定期的に交流広場でマルシェを開催
したいと考えています。

　交流広場はイベントなどで誰でも使うことが
できるスペースです。最近はマルシェやキッチ
ンカーでの食品の販売などの利用がだんだん増えてきていま
す。利用料は1㎡につき20円、テントは無料で貸し出すことが
できます。また、さざなみタウンのTwitterなどで情報発信し、
PRのお手伝いもします。
　文化福祉プラザ内には無料で貸出できる『展示スペース』も
あります。『こんなことしてみたい』、『こんなことできるか
な』と思ったら、気軽に文化福祉プラザまでご相談ください。

※ 上記以外の図書館は、通常どおり開館します。
　また、５月以降も各館で蔵書点検を予定しています。

「市民からのメッセージ」は、4月号、8月号、12月号に掲載します。
ぜひご利用ください。
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子育て個別相談会・離乳食のおはなしタイム
●予約制で個別相談会を実施します（随時予約受付）
　妊娠中の心身のことやお子さんの発育・発達、歯科、栄養面
等について専門スタッフが疑問や不安にお答えします。
　身体計測のみ(要予約)も可能です。※１人につき30分程度
【対　象】�妊婦さん、０歳～就学前のお子さんと保護者
【時　間】�９時30分、10時、10時30分、11時
※４月14日(木)オンライン相談あり(要予約、ZOOM）

●離乳食のおはなしタイム(随時予約受付)
　離乳食のすすめ方や心配ごと、相談など栄養士
が個別で対応します。　※１人につき30分程度
【時　間】 ９時30分、10時、10時30分、11時
【日　程】 子育て個別相談会と同じ日程
【対　象】 ５～８か月のお子さんを持つ保護者
【持ち物】 母子手帳、水筒
　　　　 バスタオル(身体測定を希望する人)
離乳食の動画を配信しています。

各会場予約申込み先
・保健センター　☎６５－７７５１
・高月分室　　　☎８５－６４２０

来場される保護者および乳幼児が、次の場合は体調が回復したうえで次回健診にお越しください。
①健診当日に発熱や風邪症状が持続している。②過去２週間以内に発熱があった。③濃厚接触者の経過観察期間に該当する。
○お住まいの地区以外の会場で受診される場合は、２日前までに連絡してください。
○感染対策として、計測・診察時にバスタオルを使用しますので、ご持参ください。
○当日午前11時の時点で暴風を含む警報または特別警報が発令された場合は中止します。

 長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１(子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９(保健予防事業について )

 保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５－６４２０ 保健だより

～健診を受けましょう～

 乳幼児健診

�対　象 �開催日 �通訳 �会　場
 長浜・浅井・びわ・
虎姫地区にお住まいの人 ４月14日(木)  ○  保健

センター
 湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区に
お住まいの人

４月21日(木)  高月分室
▲離乳食動画

�健　診 �対象児の生年月日
�会場・実施日 �持ち物

�保健センター
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区（通訳あり）

�高月分室
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区

�【共通】�母子健康手帳
　　　質問票、バスタオル
＊同伴の人は必ずマスクの着用

４か月児健診 令和４年１月
１～15日生 ５月26日(木)

５月31日(火)
16～末日生 ５月27日(金)

10か月児健診 令和３年７月
１～15日生 ５月24日(火)

５月23日(月)
16～末日生 ５月25日(水)

１歳８か月児健診 令和２年９月
１～15日生 ５月16日(月)

５月19日(木) 歯ブラシ
コップ16～末日生 ５月18日(水)

２歳８か月児健診 令和元年９月
１～15日生 ５月12日(木)

５月17日(火) 歯ブラシ、コップ
ささやき声検査結果票16～末日生 ５月13日(金)

３歳８か月児健診 平成30年９月
１～15日生 ５月９日(月)

５月11日(水) 歯ブラシとコップ
尿(清潔な容器に入れて)16～末日生 ５月10日(火)

受付時間：偶数日生まれ (13時～ 13時 35分 )　奇数日生まれ (13時 35分～ 14時 15分 )

どちらも定員あり、申込み順です。

●市の健(検)診は料金の約８割を市が負担します
　市が実施している各種健(検)診は、健(検)診料金の約
８割を市が補助しており、自己負担は約２割です。
●総合健診予約受付開始しました
　「総合健診」は、お近くのまちづくりセンターなどで、
各種健(検)診を組み合わせて半日で受診ができます。
【お申し込み方法】
①市ホームページからＷｅｂ予約
②健康づくり日程表添付の申込書を郵送
③健康推進課(☎６５－７７５９)へ電話

●胃内視鏡(胃カメラ)による検診を始めます
　６月から胃カメラによる胃がん検診を開始します。
高い精度で検査を行うことができるため、がんの早期
発見がしやすくなります。

【対象者】50歳以上の市民（２年に１回)
【料金】３，４００円
【実施場所】病院等の医療機関
※ 妊娠中の人や胃の病気で治療中の人は受診できませ

ん。詳しくは市ホームページまたは『健康づくり日
程表』をご覧ください。▲ 健診ホーム

ページ

●広報ながはまに関するご意見
　（今後、特集を希望するテーマ）

●市政に関するご意見

※担当課からの返事をご希望の場合は、
　氏名・ご住所・連絡先（電話・メールなど）
　をご記入ください。

年齢　　　　　　歳（　男性  ・  女性　）

た
に
折
り
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■各種無料相談　★印は予約が必要です。

相談名 日　時 場　所 問合先・申込先

行政相談・
人権相談

４月12 日 ( 火 )　13 時～15 時 西浅井まちづくりセンター
( 西浅井町大浦 )

行政相談
　滋賀行政監視行政相談センター
　( ☎０７７－５２３－１１００)

人権相談
　大津地方法務局長浜支局
　( ☎６２－０５６５)

４月13 日 ( 水 )　13 時～15 時 高月支所 ( 高月町渡岸寺 )
４月14 日 ( 木 )・21日 ( 木 )・28 日 ( 木 )・
５月５日 ( 木 )　10 時～12 時
※ ４月14 日 ( 木 )・28 日 ( 木 )・５月５日 ( 木 )

は人権相談のみ

さざなみタウンながはま文化福祉
プラザ ( 高田町 )

４月 21日 ( 木 )　９時～12 時 木之本まちづくりセンター
( 木之本町木之本 )

４月 27 日 ( 水 )　10 時～12 時 社協湖北センター ( 湖北町速水 )
４月 28 日 ( 木 )　10 時～12 時
※人権相談のみ

社協木之本福祉ステーション
( 木之本町千田 )

５月２日 ( 月 )　10 時～12 時 虎姫まちづくりセンター ( 田町 )
５月６日 ( 金 )　10 時～12 時 浅井支所 ( 内保町 )

５月６日 ( 金 )　13 時～15 時 余呉まちづくりセンター
( 余呉町中之郷 )

結婚相談

４月２日 ( 土 )　10 時～12 時
さざなみタウンながはま文化福祉
プラザ ( 高田町 )

社会福祉課 ( ☎６５－６５３６)
※ 登録は市ホームページ「結婚支

援」で検索または下記ＱＲコー
ドから。

※ いずれの会場も提
　供できる情報は同じ
　です。

４月13 日 ( 水 )・21日 ( 木 )・28 日 ( 木 )
18 時～20 時
４月６日 ( 水 )・13 日 ( 水 )・20 日 ( 水 )
15 時～17 時 高月まちづくりセンター

( 高月町渡岸寺 )
４月 30 日 ( 土 )　10 時～12 時

女性の悩み相談★ ４月16 日 ( 土 )　13 時～16 時 市民交流センター
( 地福寺町 )

平日：人権施策推進課
( ☎６５－６５５６専用ダイヤル )
土日祝：市民交流センター
( ☎６５－３３６６)

「市民からのメッセージ」は、4月号、8月号、12月号に掲載します。
ぜひご利用ください。



広報ながはま
2022年４月号25 広報ながはま

2022年４月号 24

お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

各
種
無
料
相
談

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

お
元
気
で
す
か

保
健
だ
よ
り

み
ん
な
の
掲
示
板

一
言
主
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

有料広告欄 市公式ＹｏｕＴubeチャンネル
　健康や子育て、歴史、ＰＲムービー、ながはまテレビなどお子
さんからお年寄りまで楽しめる様々なジャンルの動画を掲載し
ています。さらに、新型コロナウイルス感染症対策に役立つ情
報も満載です。ぜひチャンネル登録お願いします。

YouTube内の検索からも
登録できます。

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

申込方法や参加費等の記載がない催しは、申込不要、参加無料です。

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
６月号：４月14日(木)　７月号：５月20日(金)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは政策デザイン課(☎６５－６５０４）までお問い合わせください。

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

◆
令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険

　
料
と
前
納
制
度

令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
６
，
５
９
０
円
で
す
。
保

険
料
は
前
納
に
よ
る
納
付
が
お
得

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付
で

は
、
最
大
２
年(

令
和
４
年
４
月
～

令
和
６
年
３
月)

の
前
納
が
で
き
、

割
引
額
は
１
４
，
５
４
０
円
で
す
。

申
請
時
期
に
よ
り
、
前
納
で
き
る
期

間
や
割
引
額
が
異
な
り
ま
す
。
前

納
を
希
望
す
る
人
は
、
４
月
中
旬
ま

で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
の
２

年
前
納
お
よ
び
１
年
前
納
の
受
付

は
終
了
し
ま
し
た
。
場
彦
根
年
金

事
務
所(

彦
根
市
外
町)

、
保
険
年
金

課〈
本
庁
舎
１
階
〉、
北
部
振
興
局
く

ら
し
窓
口
課
、
各
支
所
持
年
金
手
帳

ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
問

彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課(

☎

０
７
４
９
・
23
・
１
１
１
４)

◆
国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

　
制
度
に
つ
い
て

学
生
で
本
人
の
前
年
度
所
得
が
一

定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
場
彦
根
年
金
事
務
所

(

彦
根
市
外
町)

、保
険
年
金
課〈
本
庁

舎
１
階
〉、
北
部
振
興
局
く
ら
し
窓

口
課
、
各
支
所
対
大
学(

大
学
院
）、

短
大
、高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
等
に
在
籍
し
て
い
る
20

歳
以
上
の
人
持
学
生
証(

有
効
期
限

の
記
載
が
あ
る
も
の
、
写
し
可)

ま

た
は
在
学
証
明
書(

原
本)

問
彦
根

年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課(

☎

０
７
４
９
・
23
・
１
１
１
４)

◆
交
通
遺
児
援
護
団
体

　
お
り
づ
る
会
を
ご
存
知
で
す
か

交
通
事
故
で
父
ま
た
は
母
を
亡
く
し

た
県
内
在
住
の
交
通
遺
児(

０
歳
～

18
歳
に
達
し
た
学
年
の
３
月
ま
で)

に
対
し
て
奨
学
金
、
新
入
学
給
付
金

等
の
支
給
や
夏
レ
ク
な
ど
の
厚
生
援

護
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問 

公
益
財
団
法
人
お
り
づ
る

会
事
務
局(

滋
賀
県
道
路
保
全
課
内)

(

☎
０
７
７・５
２
８・３
６
８
２)

◆
桂か

つ
ら

弥や

っ
こ
一
人
会
・
黒
壁
の
ま

　
ち
落
語
登
竜
門
の
会
そ
の
３

日
４
月
16
日(
土) 
14
時
開
演
内
落

語
３
席
場
ビ
ワ
コ
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク

・
ベ
ー
ス(

元
浜
町)

費
１
，
８
０
０

円
申
電
話
で
。
問
白
扇
落
語
会
事
務

局 

森も
り(

☎
０
９
０・８
５
６
５・７
５
５
８)

◆
ピ
ュ
ア
ブ
ラ
ス
第
８
回
定
期

　
演
奏
会

湖
北
で
活
動
す
る
吹
奏
楽
団
「
ピ
ュ

ア
ブ
ラ
ス
」
の
定
期
演
奏
会
で
す
。

日
６
月
12
日(

日) 

14
時
～(

開
場
13

時
30
分)

場
浅
井
文
化
ホ
ー
ル(

内
保

町)

内
曲
目
：
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
、

ス
ピ
リ
テ
ィ
ッ
ド・ア
ウ
ェ
イ(

「
千

と
千
尋
の
神
隠
し
」よ
り)

、
天
国
と

地
獄
ほ
か
費
５
０
０
円(

高
校
生
以

下
無
料
※
整
理
券
が
必
要
で
す
。)

入

場
券
・
整
理
券
は
４
月
12
日(

火)

か

ら
浅
井
文
化
ホ
ー
ル(

内
保
町)

で
販

売
・
配
布
し
ま
す
。問
ピ
ュ
ア
ブ
ラ
ス

伊い

藤と
う(

☎
０
９
０・８
６
５
４・９
８
１
８)

◆
健
康
教
室

日
４
月
７
日(

木) 

13
時
30
分
～
場
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地
福
寺
町)

内

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ

学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
講
長
浜
赤
十

字
病
院 

救
急
科
部
長　
中な

か

村む
ら 

誠と
も

昌あ
き

問
湖
北
医
師
会(

☎
65
・
３
６
０
０
）

◆
長
浜
健
康
麻
雀
倶
楽
部
参
加
者

　
募
集

健
康
麻
雀
は
、お
金
を「
賭
け
な
い
」・

お
酒
を「
飲
ま
な
い
」・
タ
バ
コ
を「
吸

わ
な
い
」、の「
３
な
い
」を
モ
ッ
ト
ー

に
し
た
麻
雀
で
、認
知
症
予
防
、脳
ト

レ
、友
達
づ
く
り
、新
し
く
何
か
始
め

た
い
人
に
も
最
適
で
す
。
初
心
者
、

経
験
者
問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
日
主
に
土
曜

日
13
時
～
17
時
場
神
照
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー(

神
照
町)

費
５
０
０

円
申
電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
。

問
長
浜
健
康
麻
雀
俱
楽
部 

安や
す

田だ

(

☎
０
７
０・４
２
８
７・６
０
３
８
）

yrei@
a.em

ail.ne.jp

◆
吹
き
矢
道
立
禅
会 

会
員
募
集

吹
き
矢
を
通
じ
、
呼
吸
法
と
武
道
の

所
作
を
学
び
ま
す
。
日
原
則
、
毎
週

金
曜
日
９
時
～
午
前
中
ま
で
場
五

先
賢
の
館(

北
野
町)

講
大
吉
寺 

吉き

瀬せ 

和お
し
ょ
う尚

定
３
人(

先
着
順)

費
１
回

５
０
０
円
申
４
月
30
日(

土)

ま
で
に

電
話
で
。
他
道
着
、
吹
き
矢
具
等
は

購
入
斡
旋
し
ま
す
。
問
五
先
賢
の

館
※
水
・
木
曜
日
・
祝
日
翌
日
休

館(

☎
74
・
０
５
６
０)

◆
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加

　
チ
ー
ム
募
集

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
大
会
で
す
。

日
４
月
24
日(

日)

８
時
30
分
～
※

雨
天
の
場
合
は
５
月
１
日(

日)

場

神
照
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

(

神
照
町)

対
市
内
在
住
・
在
勤
の

社
会
人
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
費
１

チ
ー
ム
６
，
０
０
０
円
申
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
締
４
月
16
日(

土)

問

長
浜
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会 

髙た
か

森も
り(

☎
62
・
４
１
８
１
／
FAX 

62
・

４
１
８
４)

◆
令
和
４
年
度
要
約
筆
記
者
養
成

　
講
座(

手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン)

　
受
講
者
募
集

要
約
筆
記
と
は
、
発
言
者
の
話
を

聞
き
、
要
約
し
て
書
く
こ
と
で
、
聴

覚
障
害
者
に
そ
の
場
の
話
の
内
容

を
伝
え
る
通
訳
の
こ
と
で
す
。
要

約
筆
記
の
技
術
を
習
得
し
、
聴
覚

障
害
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る

要
約
筆
記
者
を
養
成
し
ま
す
。
日

５
月
28
日(

土)

～
令
和
５
年
１
月

21
日(

土)

の
、
火
曜
日
13
時
30
分
～

16
時
30
分
お
よ
び
土
曜
日
10
時
～

16
時(

全
23
回)

場
滋
賀
県
立
聴
覚

障
害
者
セ
ン
タ
ー(

草
津
市
大
路)

※
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可
。
対

全
回
受
講
可
能
な
18
歳
以
上
の
人

費
テ
キ
ス
ト
代
３
，
６
７
０
円
申

郵
送
ま
た
は
直
接
。
締
５
月
20
日

(

金)

他
日
程
の
詳
細
等
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
開
催

要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
資
料

は
左
記
に
請
求
も
で
き
ま
す
。
問

滋
賀
県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

〒
５
２
５・
０
０
３
２
草
津
市
大
路

２
・
11
・
33 (

☎
０
７
７・５
６
１
・

６
１
１
１)

お
知
ら
せ

●
お
こ
と
わ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
が
延
期

や
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
問
合
せ
は
主
催
者
に
お
願

い
し
ま
す
。

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

４・５
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
必
ず
電
話
の
う
え
、
マ

ス
ク
を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
検
査
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

☎
65
・
１
５
２
５

※ 

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

４
月
３
日
、10
日
、17
日
、24
日
、

　
　
29
日

５
月
１
日
、３
日
、４
日
、５
日
、

　
　
８
日
、15
日
、22
日
、29
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
～
11
時
30
分

12
時
30
分
～
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】�

９
時
～
18
時

【
診
療
科
】�

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内

(

宮
司
町
１
１
８
１・２
）

※ 

受
診
時
は
保
険
証
・
福
祉
医
療

券
・
お
薬
手
帳
・
母
子
健
康
手

帳(

乳
幼
児
の
場
合)

を
お
忘
れ

な
く
。

※ 

診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始(

12
月
30
日
～
１
月
３
日)

で
す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

催　
し

講
座・教
室

募　
集

▲
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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人口と世帯数
令和４年３月１日現在

 植物油インキで印刷しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けしているほか、市民交流センターや図書館、まちづくり
センターなど市の公共施設やスーパー、診療所などにも置いています。また、市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。声の広報も作成していますので、ご希望の場合は政策デザイン課まで。

人口 １１５，６２６人 （－110）
男 ５６，６３６人 （－53）
女 ５８，９９０人 （－57）
世帯数 ４６，７７２世帯（＋ １）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Facebook

長浜市ほっとにゅ～す
Facebook

長浜市教育委員会
Instagram

＃長浜ちょぴっく
YouTube

はま～るtb.
広報紙をスマホで

マチイロ
災害・防災情報を配信

ＬＩＮＥ

　
お
花
見
に
行
っ
た
時
、
丸
ご
と
地
面

に
落
ち
て
い
る
桜
の
花
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
通
常
桜
は
、
花
が

終
わ
る
と
花
び
ら
を
１
枚
ず
つ
落
と

す
の
で
す
が
、
丸
ご
と
落
ち
て
い
る
桜

の
花
は
、
根
元
か
ら
き
れ
い
に
切
り
取

ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
誰
か
が

花
の
付
け
根
か
ら
切
っ
て
落
と
し
た

よ
う
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
桜
の
花
を
落
と
す
犯

人
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
桜
を
観
察
し
て
い
る
と
、
ス
ズ
メ
が

花
を
咥
え
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
花
を
落
と
す
犯
人

は
、
実
は
ス
ズ
メ
だ
っ
た
の
で
す
。
ス

ズ
メ
は
、
植
物
の
種
子
や
昆
虫
を
主
な

エ
サ
と
し
、
太
く
短
い
く
ち
ば
し
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
桜
の
花
の
奥
に
あ

る
蜜
ま
で
届
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
根

元
か
ら
切
り
と
り
、
蜜
を
舐
め
と
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
行
動
は
「
盗
蜜
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ズ
メ
の
盗
蜜
行
動
は
、平
成
２
年
頃

か
ら
全
国
で
観
察

さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
長
浜

で
は
10
年
ほ
ど
前

か
ら
観
察
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、盗
蜜

行
動
を
見
ら
れ
る

場
所
が
、次
第
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
桜
の
花
の
蜜
の
食
べ
方
を
、
ス
ズ
メ

同
士
で
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
の

か
非
常
に
興
味
深
い
謎
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
近
く
に
も
、
桜
の
花
が

丸
ご
と
落
ち
て
い
る
場
所
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
の
お
花
見
は
、

少
し
足
元
に
も
注
意
し
て
見
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

 問  

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

（
☎
79
・
１
２
８
９
）

不思議発見！不思議発見！不思議発見！不思議発見！

ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然

エピソード　21
「花より団子」

このエピソードを紹介する
おもしろ動画はコチラ

今
月
の
表
紙
全
て
が
凍
り
付
い
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
大
地
に
戻
っ
て
き
た
光
。
足
元
に
咲
き
始
め
た
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
と
目
線
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、

春
の
喜
び
を
語
ら
う
姿
に
出
会
い
ま
し
た
。（
３
月
10
日
撮
影
）

　
柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
で
親
し
み
や
す
い
イ
ラ

ス
ト
。
山
田
さ
ん
が
描
く
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

絵
は
、見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
22
歳
で
上
京
し
、
絵
を
学
び
な
が
ら
活
動

を
始
め
た
山
田
さ
ん
。
あ
る
日
、
友
人
に
向

け
て
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
「
力
が
抜
け
て
い

て
い
い
」と
言
わ
れ
、日
々
の
風
景
を
独
自
の

視
点
で
描
く
﹃
み
つ
こ
絵
日
記
﹄
を
始
め
ま

す
。
あ
る
時
、
日
々
描
き
溜
め
た
絵
日
記
を

ま
と
め
た
小
冊
子
を
作
り
、
都
内
の
絵
本
店

に
置
い
て
も
ら
う
と
、
一
人
の
編
集
者
の
目

に
留
ま
り
、
雑
誌
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
仕
事

が
舞
い
込
む
こ
と
に
。
自
身
の
原
点
と
も
い

え
る
み
つ
こ
絵
日
記
が
き
っ
か
け
で
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
花
が
咲
き
始
め
ま

す
。
数
々
の
イ
ラ
ス
ト
に
加
え
、
自
身
の
育

児
体
験
を
ま
と
め
た
著
書
、
そ
し
て
長
浜
に

戻
っ
て
か
ら
は
絵
本
制
作
に
も
本
格
的
に
取

り
組
む
な
ど
、
次
々
に
思
い
を
形
に
し
て
い

き
ま
す
。

　
絵
本﹃
カ
ー
た
ろ
う
と
こ
け
し
っ
ぺ
﹄は
、

カ
ラ
ス
と
こ
け
し
と
い
う
山
田
さ
ん
の
２
つ

の〝
好
き
〟が
詰
ま
っ
た
作
品
。
カ
ラ
ス
を
好

き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、な
ん
と〝
カ
ラ
ス

が
頭
に
と
ま
っ
た
〟こ
と
か
ら
。「
な
ん
て
こ

と
す
る
ん
だ
、
と
驚
き
ま
し
た

が
、
生
態
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

愛
着
が
湧
い
て
き
ま
し
た
」。

衝
撃
の
出
来
事
も
、〝
好
き
の

世
界
〟を
広
げ
る
一
つ
の
出
会

い
だ
と
い
い
ま
す
。

　
あ
る
親
子
に
﹃
カ
ラ
ス
を
見

て
、
カ
ー
た
ろ
う
か
な
と
言
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
﹄
と
便
り

を
も
ら
っ
た
山
田
さ
ん
。「
子

ど
も
は
現
実
と
絵
本
の
世
界
が
繋
が
っ
て
い

る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ず
っ
と
描
き
た
か
っ

た
、
子
ど
も
の
日
常
に
溶
け
込
む
よ
う
な
絵

本
が
描
け
た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　
主
に
自
宅
で
の
制
作
活
動
を
続
け
る
中
、

あ
る
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
出
会

い
が
、地
域
で
の
活
動
へ
と
幅
を
拡
げ
ま
す
。

「
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
で
、
地
元
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
。

ま
た
、読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
、作
り
手
と
読

み
手
を
繋
い
で
く
れ
た
」と
、き
っ
か
け
を
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
を
紡
ぎ
ま
す
。

　
「
描
き
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
、

み
つ
こ
絵
日
記
は
も
ち
ろ
ん
、
新
作
絵
本
に

も
意
欲
的
に
取
り
組
む
山
田
さ
ん
。
大
好
き

な〝
描
く
こ
と
〟で
生
み
出
す
、
山
田
さ
ん
の

〝
好
き
〟の
世
界
は
、
今
日
も
多
く
の
心
を
惹

き
つ
け
て
や
み
ま
せ
ん
。

山
や ま だ

田 美
み つ こ

津子さん

イラストレーター・絵本作家

自分の〝好き〟を描き出す

▲山田さんのイラスト

◀みつこ絵日記
　ホームページ


